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第2表 タチガレン施用と収量
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第1図　本田における苗の立上り角度及び移
植後15日の育苗の相違と生育量

最終調査の移植後14日には，無処理区が590であ

ったのに対して，処理区■は82～880でかなりの個体が

直立状態となった。

本田における田植後15日の乾物の相違は立ち上が

り角度と同傾向で施用量の多いほど良く，タチガレン

の苗質及び初期生育良化の効果がうかがえる。

・本田における生育は，草丈は処理区が高目に経過し

たが．処理量の差は横に静置した場合と移相したこと

による相違と考えられるが乾物ほど明らかでない。成

熟期における最長稗長は，逆に短めであった。

茎数は各時期ともに処理区が多く穂数も多いが競問

の差は小さい。また，擢長は処理区が長酎ヒの傾向を

示した。
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出穂及び成熟期は各区変わらず，収量は，処理区の

もみわら比が高くなり，8㌢区がやや劣ったが9才区

及び12才区でやや多収となった。

株の分解調査の結果では．平均梓長は，最長稗長と

同様に処理区が5・9C抑～1．山間短く12g処理区が最

も短い。

節問長は，相対的に処理区が短いが特に第4及び第

5節問が短く，平均穂長は処理区がやや長い傾向であ

る。枝梗数及び和垂の差は小さい。

1穂頴花数は．稔契粒及び不稔粒ともに処理量を増

すにつれて少なく，豊科歩合は高くなった。

処理区は，地数が多いが1穂頴花数が少なく，無処

理区及び少ない処理区（‘グ区）は，穂数が少ないが

1穂当たりの粒数が多く，その結果，処理区は決定要

素が高くてやや多収となった。

以上による本剤は育苗及び本田生育に影許し活着な

どプラスの面が認められた。しかし施用畳及び本田の

生育収量に及ぼす影響については，年次変異把握の要

鯨があり本年度も継続検討中である。

苗の活着と本田初期生育との関係

村　上　利　男・吉　田　善　吉
（東北農業試験場）

させて計量化しようとしたものである。
1　ま　え　が　き

寒冷地の稲作では，初掛生育を安定的に確保するこ

とが重要で．このため．苗質・活着などについて多く

の試験が行われている。しかし，これらと本田初期生

育との関係についての定量的研究は少ない。本実験は

活着と本田初期生育との関係を，本田水温条件と関連

2　　試　験　方　法

1972年，ササニシキを用い，育苗時の土壌水分（畑状態

・湛水），播種島（0．54，5．5dg／㌦）及び気温（低・高）

の各条件を組み合わせて8種の完全菓5葉苗（個体当

たり地上部乾物重55～171吼茎数1～5本）を養



－70－　　　　　　　　　　　東北農業研究　第17号　（1975）

成し．5月50日，5種の水温条件の各本田（移植後

20日間日最高最低平均水温175，20．8，24．0℃）に

〟当たり25株2本楠として移植した。なお本田施肥

量は各水温区とも共通とし，a当たりN O．8，ア205・

K20各1毎，堆肥115毎を施した。移植以降1日おき

に地上部の生存部乾物重（以下乾物重と略記）を追跡

調査して，移植時の値に回復する時期（この時期を活

着期と仮に定めた）を求めるとともに，本田初期生育

の指標として移植20日後の乾物重を調査した。

5　試験結果及び考察

第1衰　各生育項目と移植20日後の乾物重との関係

区　　　 分

本 田 日 最 高 最 低 平 均 水 温

全　 体 2 4 ℃ 2 0．8 1 7 5

活 着　 日　 数
＊＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊

－ 0．7 2 0 8 － 0．9 0 4 5 － 0．8 2 1 0 － 0．8 9 9 4

活 着 時 乾 物 重
＊＊＊ ＊＊ ＊＊ ＊＊＊

0．8 9 5 7 0 ．9 19 9 0 ．9 0（～4 0．9 5 9 5

活 着 時 乾 物 重 ＊＊＊ ＊＊ ＊ ＊＊ ＊ ＊＊＊

活　 着　 日　 数 0．8 12 1 0 ．9 7 5 1 0 ．9 5 9 1 0 ．9 8 2 9

移植20日後の乾物重は，第1表に示されるように，

移植以降活着期までの日数（活着日数）と負の閲係を

示しているが，その相関値は，本田各水温条件をコミ

とした場合はもちろん，水温条件別に分けた場合でも

特に大きな値を示していない。この理由は，第1図に

みられるように，活着日数と移植20日後の乾物重と

の関係が双曲線であることによるが，同園から活着日

数がほぼ7日以内の場合は，移植20日後の乾物重増

に及ぼす活着日数の短縮の効果がはなはだ大きいこと

が認められる。第1表において活着時の乾物重と移植

20日後の乾物重との相関をみると，各本田水温条件

をコミとした場合には低いが，水温条件別にみるとか

なり高い正の相関値を示している。

このように移植20日後の乾物重は，活着日数が短

く，また活着時の乾物重が大きいほど増大することか

ら，今，（活着時乾物重／活着日数）と移植20日後

の乾物重との関係を求めると，同表に示されるように，

その相関値は更に高くなり．特に本田水温条件別にみ

た場合に著しく高い値が得られた。第2回はこの関係

を示したものである。同国で（活着時乾物重／括着日
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第1図　活着日数と移植20日後乾物垂

伽『【／日

活着時乾物垂／活着日数

第2図　活着時乾物重／活着日数と移植20
日後乾物重

数）増に伴う移植20日後乾物重増加の程度は．本田

水温の高低によって異なるとみられることから，連合

回帰式によって移植20日後の乾物垂Wと（活着時乾

物重／活着日数）Ⅹ及び移植以降20日間の日最高最
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佐平均水温Yとの関係を求めた結果，W＝－2．555＋

noo95Ⅹ＋0．1245Y＋0．0014ⅩYの関係式を得た。

lrl　　　∬）　　　二丈）　　　4（I　　　封）　　　用）　　　70

活弟時乾物瓜（山g）／活街所要H紋（H）　X

第5図　活着時乾物重／活着所要日数，本田

水温と移楯20日後の乾物重囲との関係

第5園はこの5老間の関係を図示したものである。

同園から（活着時乾物重／活着日数）が20→50と

なるに伴って移植20日後の乾物重が増加する程度は，

本田水温条件によって異なり，20℃の場合は1才で

あるが，50℃の場合は1．5才となることが分かる。

第4図は上記関係式から得られた試算値と観測値と
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第4図　試算値と測定値の比校
注．W：試算値　W：測定値

の関係を示したものであるが，適合度が高いことから

同式は移植2口日後の乾物重あるいは活着期の推定に

用い得るものと思われる〔活着日数は移植時の甫乾物

重（活着時の乾物重に等しい），移植後20日間の平

均水温及び移植20日後の乾物重の各値から求められ

る〕。

泥炭地水田における水管理技術に関する試験

第5報　稚苗移植栽培における水管理効果について

西村　柾天・蓬田　　宏・久末　　勉

（宮城県農業センター）

1　ま　え　が　き

宮城県における田植機の普及は49年に約7割にも

達した。稚苗移植栽培においては，かん排水を自由に

できることが栽培の前提条件になっているが，泥炭田

は主として河川流域の低地に存在するため，その環境

条件からかん排水を十分に行うことができない。本試

験圃場も標高2．5mの低地に存在し，かっ土地改良も

行われていないので，十分な水管理は困難であり，椎

苗移植栽培の限界すれすれに位置している。こういっ

た条件下の圃場と．機械排水設備のある，いわゆる水

管理のできる圃場での稚苗水稲の生育，収量を検討し

たので報告する。

2　試　験　方　法

2儲規模一区面酎投票。（対照。）
各区2連制

25．07㌦
20．0〝戸


